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全日本マスターズで 2冠
「数値化できるのが陸上の魅力」

　1967 年に入社したソニーで、主

にオーディオ機器の製品デザインを

担当。会社が海外展開を進めるなか

1980 年、ソニーデザインセンター・

ヨーロッパ（西ドイツ・ケルン市）

の立ち上げを任された。欧州各国の

デパートや店舗を巡って、嗜好や傾

向をリサーチ。どんなデザインが売

れるか、東京へ向けレポートした。

 「念願の海外だったので、首輪を解き

放たれたように動き回っていました」

　その後、赴任したアメリカでは「マ

イ・ファースト・ソニー」というコ

ンセプトで、子ども向けのカラフル

な電化製品をプロデュース。当時の

ソニー製品は黒か銀が主流。原色の

デザインを見た社長の大賀典雄さん

は「ソニーはおもちゃ屋じゃない」

と一蹴。その後、会長の盛田昭夫さ

んを訪ねると「一目見て『面白いね』

って。全く性格の違うお二人でした」。

　もともと独立志向は強かったが、

「ソニーが面白すぎて」気付くと

50 代に。慕っていた大賀さんが退

職するタイミングで自身も独立。デ

ザイン事務所を設立し、東洋大学ラ

イフデザイン学部人間環境デザイン

学科の教授も務めた。学生には「マ

ーケティングを知らないと『私の作
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い
ず
れ
も
土
砂
崩
れ
が
原
因
。
半

壊
と
一
部
損
壊
は
、
地
下
倉
庫
へ

の
流
水
、
土
砂
崩
れ
、
倒
木
な
ど

に
よ
る
も
の
。
浸
水
は
床
上
、
床

下
と
も
に
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

　
数
カ
所
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し

た
茂
沢
地
区
で
は
、
家
屋
や
畑
ま

で
土
砂
が
流
入
し
た
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
。
茂
沢
川
に
か
か
る
畑
地
へ

つ
づ
く
橋
と
護
岸
が
崩
落
し
た
。

13
日
朝
、
橋
を
見
に
訪
れ
た
女
性

は
「
こ
れ
か
ら
は
別
の
道
を
使
っ

て
、
畑
に
歩
い
て
行
か
な
い
と
」。

住
宅
の
屋
根
で
雨
ど
い
を
点
検
し

よ
う
と
し
た
60
代
男
性
が
、
約

3
m
下
の
地
面
に
転
落
し
腰
を
打

撲
す
る
軽
傷
を
負
っ
た
ほ
か
、
人

的
被
害
は
な
か
っ
た
。

　
町
の
総
務
課
防
災
係
に
よ
る

と
、
家
屋
被
害
は
31
日
現
在
、
全

壊
2
件
、
半
壊
3
件
、
一
部
損
壊

が
4
件
。
全
壊
の
2
件
は
別
荘
で
、

　
日
本
の
広
範
囲
で
甚
大
な
被
害

を
残
し
た
大
型
の
台
風
19
号
。
軽

井
沢
町
で
は
10
月
12
日
の
降
水
量

が
、
1
9
2
5
年
の
統
計
開
始
以

来
2
番
目
に
多
い
3
1
4
・
5
㎜

を
記
録
し
た
。
12
日
正
午
頃
に
、

史
上
2
番
目
、
3
1
4
・
5
㎜
の
雨
量
を
記
録

台
風
19
号
、
家
屋
全
壊
や
土
砂
崩
れ
も

10 月 13 日 10 時、茂沢地区。茂沢川にかかる橋や護岸が崩落していた。

10 月 14 日 15 時半、千ヶ滝西区。
電線にかかる倒木を処理する電力会社スタッフ。

品』になってしまう。交渉力や説得

力も、デザイナーに必要なスキル」

などと、これまでの経験を伝えた。

　母が疎開していた関係で 1944

年に軽井沢で生まれ、その後は東京

で育った。家族の事情もあり 2012

年、軽井沢へ移住。佐久平総合技術

高校で講師を務めたり、上田市の音

響・通信機器メーカーが開発した真

空管アンプのデザインを手がけるな

ど、信州でも縁を広げている。

　中学時代に打ち込み、65 歳から再

開した陸上（短距離）の練習が日課だ。

日本トップ選手の練習方法を調べて

実践するなど、ソニー時代に培った

リサーチ力をここでも活かしている。

今年 9 月の全日本マスターズ陸上競

技選手権（75 〜 79 歳クラス）では、

60m（8 秒 87）と 100m（14 秒

15）の 2 種目で優勝した。

　「冬から準備して狙っていたので、

嬉しかったですよ。デザインの仕事

と違って、結果を数値化できるのが

陸上の魅力だと思う」

　来年の目標は 200m と合わせて 3

冠。今のタイムをキープし 5 年後、

80 〜 84 歳のクラスに出場すれば、

日本記録を更新できるとあり「早く年

を取りたいんです」と笑顔を見せた。

停
電
は
最
多
時
、
約
1
3
0
0
0
件

全
面
復
旧
ま
で
に
6
日
間

　
電
線
へ
の
倒
木
な
ど
に
よ
る
停

電
は
、
12
日
正
午
ご
ろ
か
ら
各
所

で
発
生
し
、
13
日
朝
に
は
約

1
3
0
0
0
件
に
上
っ
た
。
一
時

は
自
衛
隊
も
出
動
し
て
倒
木
除
去

に
あ
た
り
、
停
電
戸
数
は
15
日
18

時
に
約
3
0
0
0
件
に
減
り
、
17

日
15
時
に
全
面
復
旧
し
た
。

　
千
ヶ
滝
の
小
松
紀
男
さ
ん
は
14

日
夕
方
、
充
電
ス
ポ
ッ
ト
と
と
な

っ
た
町
役
場
を
訪
れ
た
。
停
電
の

中
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
で
調
理
し

て
い
る
と
話
し
「
ロ
ウ
ソ
ク
を
つ

け
て
原
始
生
活
。
暗
い
中
で
は
食

欲
も
出
な
い
。
す
る
こ
と
も
な
い

の
で
7
時
に
は
寝
て
い
ま
す
」。

　
2
0
0
人
の
生
徒
が
学
ぶ
、
千

ヶ
滝
西
区
の
全
寮
制
国
際
高
校

「
U
W
C 

I
S
A
K 

J
A
P
A

N
」
は
、
停
電
が
5
日
間
続
い
た
。

冷
蔵
庫
は
使
え
な
か
っ
た
が
、
生

徒
、
教
職
員
に
必
要
な
食
事
は
確

保
で
き
た
と
い
う
。
同
校
の
広
報

　
公
共
交
通
に
も
大
き
な
被
害
が

出
た
。
北
陸
新
幹
線
は
13
日
の
日

中
は
運
休
し
、
夜
に
上
り
1
本
、

下
り
3
本
の
臨
時
列
車
を
運
転
。

25
日
か
ら
、
暫
定
ダ
イ
ヤ
に
よ
る

東
京
―
金
沢
間
の
直
通
運
転
を

再
開
し
て
い
る
。

　
13
日
、
軽
井
沢
駅
の
観
光
案
内

所
に
は
、
朝
か
ら
国
内
外
の
観
光

客
が
押
し
寄
せ
た
。
電
話
も
一
日

に
60
本
以
上
か
か
っ
て
く
る
な

ど
、
2
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
に

追
わ
れ
た
。「
ど
う
し
た
ら
東
京

へ
帰
れ
る
か
」
と
い
う
問
い
合
わ

せ
が
多
く
、
高
崎
駅
―
横
川
駅

を
結
ぶ
信
越
本
線
も
止
ま
っ
て
い

た
た
め
、
高
崎
ま
で
の
タ
ク
シ
ー

運
賃
を
尋
ね
て
く
る
人
も
少
な
く

な
か
っ
た
と
い
う
。
ス
タ
ッ
フ
の

一
人
は
「
情
報
収
集
し
な
が
ら
、

皆
さ
ん
へ
の
対
応
も
し
な
い
と
い

け
な
い
。
ず
っ
と
喋
り
っ
ぱ
な
し

の
一
日
で
し
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
報
道
に
よ
る
風
評
な
ど
の
影
響

で
、
直
接
的
な
被
害
の
な
か
っ
た

宿
泊
施
設
で
も
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相

次
い
だ
。
13
日
以
降
、
万
平
ホ
テ

ル
で
は
2
6
2
件
、
約
6
0
0
人

の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た
。

案
内
所
に
観
光
客
殺
到

「
ど
う
し
た
ら
帰
れ
る
の
」

担
当
者
は
「
生
徒
た
ち
の
楽
観
的

な
姿
勢
に
救
わ
れ
た
。
電
力
が
戻

っ
た
時
に
は
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
倒
木
処
理
な
ど
で
、
軽
井
沢

町
の
み
な
さ
ん
に
助
け
て
頂
き
感

謝
し
て
い
る
」。

　
土
砂
流
入
、
越
水
、
倒
木
に
よ

る
道
路
の
通
行
止
め
も
各
所
で
発

生
。
国
道
18
号
バ
イ
パ
ス
か
ら
碓

氷
軽
井
沢
I
C
へ
向
か
う
数
カ
所

で
土
砂
の
流
出
な
ど
が
あ
っ
た
影

響
で
、
16
日
13
時
ま
で
I
C
が
閉

鎖
。
碓
氷
軽
井
沢
I
C
―
佐
久

I
C
間
の
通
行
止
め
は
23
日
6
時

に
解
除
さ
れ
た
。


